
あまりに姑息な「自治基本条例廃止」

2019 年 11 月 27 日 FB ページ I Love いしがき に投稿　

　2019 年 11 月 27 日の八重山毎日新聞記事です。

　全員与党の調査特別委で、何という姑息なやり方でしょう。

　石垣市自治基本条例に基づく限り、市長側の「住民投票はしなくて良い」という論理は

成り立ちません。それは、11 月 19 日の住民投票実施義務付け訴訟第 1 回公判を見るだけ



でも明らかです。

　　　http://loveishigaki.jp/archive/article/article6/ymainichi20191121a.jpg

　そこで、「自治基本条例そのものを消せ」とは！

　ただし、自治基本条例の改正には、審議会を設置して議論が必要です。すぐ出来ること

ではありません。だから、まずは、条例の評判を落とそうという思惑でしょう。そこが、

とても姑息です。

　試合が始まってからルールを変えるのは、どの世界でも成り立ちません。

　「議会で多数を握れば、何でもやれる」と、「市政運営の最高規範」さえなくそうとい

う態度は、民主主義の否定につながります。やがては、香港のように、市民に見放される

でしょう。

+++++++++++++++++++++++++++++++++

 石垣市自治基本条例　第１７章 条例の位置付け等

 （条例の位置付け）

第４２条 この条例は、市政運営の最高規範であり、他の条例等の制定又は改廃にあたっ

ては、この条例の趣旨を尊重し、整合性を確保しなければならない。

２ 市民、事業者等及び市は、この条例を尊重し、本市の自治の推進に努めるものとする。

３ この条例の第７章から第１６章に定める施策の推進に関して、必要な事項は別で定め

る。

（条例の見直し）

第４３条 市は、５年を超えない期間ごとに、この条例が社会情勢などの変化に適合した

ものかどうかを検討し、市民の意見を踏まえて、この条例の見直しを行い、将来にわたり

この条例を充実発展させるものとする。

２ 前項に規定する条例の見直しにあたっては、審議会を設置し、諮問しなければならな

い。


